
○東総広域水道企業団公印規程

昭和５６年４月１日

訓 令 第 ２ 号

改正 昭和６２年４月１日訓令第２号

（目的）

第１条 この規程は、東総広域水道企業団の公印に関し、その保管、使用その他必要な事

項を定めることを目的とする。

（公印の名称等）

第２条 公印の名称、寸法、ひな形及び使用区分は、別表のとおりとする。

（公印の保管）

第３条 公印は、総務課長が保管する。

２ 公印は、上司の承認を受けた場合のほか、保管場所以外に持ち出してはならない。

（公印台帳）

第４条 総務課長は、公印台帳（別記様式）を備え、必要な事項を記載し、整理しなけれ

ばならない。

（公印の使用）

第５条 公印を使用するときは、決裁済みの原議書又は押印を要する文書を押印する文書

を総務課長に提示して承認を受けなければならない。

（調製及び改廃）

第６条 公印を調製、改刻又は廃棄するときは、企業長の決裁を受けなければならない。

附 則

この訓令は、公布の日から施行する。

附 則（昭和６２年４月１日訓令第１号）

この訓令は、公布の日から施行する。



別表（第２条関係）

公 印 の 名 称 寸 法 ひ な 形 使 用 区 分

東総広域水道 方21ミリメ 東 総 広 域 企業長名をもつて発する

企業団企業長 ートル 水道企業団 文書用

企業長之印

東総広域水道 方30ミリメ 東 総 広 域 企業団名をもつて発する

企業団 ートル 水 道 企 業 文書用

団 之 印

東総広域水道 方21ミリメ 企業出納員名をもつて発東総広域水道

企業団企業出 ートル 企業団企業 する文書及び現金の支出

納員 出納員之員 用

東総広域水道 方21ミリ 東 総 広 域 企業長職務代理者名をも

企業団企業長 メートル 水道企業団 つて発する文書用

職務代理者 企業長職務

代理者之印

東総広域水道 方21ミリ 東 総 広 域 事務局長名をもつて発す

企業団事務局 メートル 水道企業団 る文書用

長 事 務 局 長



別記様式（第４条関係）

公 印 台 帳

使 用
名 称

区 分

使 用 廃 止 年 月 日
年 月 日

開 始 理 由

保 管 者

年 月 日 氏 名
印

年 月 日から
年 月 日まで

年 月 日から
年 月 日まで

年 月 日から
影 年 月 日押印 年 月 日まで

年 月 日から
年 月 日まで

備 考
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